


5月26日 ワークショップ

車社会による自然環境への負荷

森林マネジメントや保全の未実施
・スギとヒノキの未活用

・ナラ枯れ
地域内で資源が循環しない

・ヒトモノカネ
・財政赤字

進む人口減少・少子高齢化
・労働力不足

・雇用機会の減少

観光客からの協力が必要
・マナー、観光公害

脱炭素・プラ削減に向けた変革

鳥獣の増加

火山は活動する
・観光業への対策
・情報提供の方法 ギャップが生じやすい

・地域間／世代間／業種間／国
県町間

住まない選択
・閉店早い、・教育の差
・住む場所がない
・生活インフラがない

外／内部の軋轢
・域外事業者の活動
・開発プレッシャー

課題の
キーワード 環境保全と経済の両立

・規制厳しい
・新規加入者

・具体的策が見えない

環境と観光資源
・桜の減少
・雪

ゴミ処理
・白浜のゴミ
・不法投棄

渋滞によるストレス
・車社会

・交通費高い
・住民も観光客も不満を感じる

観光がメイン産業
・所得の問題（大都市へ）

・地域産業偏り

地域経済の破綻
・観光客数と財政難
・受益者負担

従業員が減少
・雇用受け皿減少

災害の影響を受ける観光業

歴史深い観光地ゆえの悩み
・SHが多い

・新規加入者との関係希薄

情報に対するストレス
・情報過多で必要な情報が不明

会員制 入山料／税をとる
ETCで入域料

EV
信号変更

ロードプライシング 伝わる広報へ変革

高齢者デジタルフレンドリー

DMOの成長が鍵

災害情報リアル提供 あえて人を減らす

解決策の
タネ

観光客と住民一緒にできる取組

中期的な脱炭素取組
人材構造整理戦略構築気候変動適応策として

安全・安心な基盤整備
野生動物食す

2次交通
P＆R

環境保全と観光の両立 脱炭素 地域経済 人の暮らし・考え方

“環境観光先進地”となるために必要なこととは？／真の“持続可能性”とは？／必要な変化・自己変容とは？



課題

資源

取組

目指す
未来

■森林マネジメントや保全の未実施

■鳥獣の増加■火山活動
■環境保全と経済の両立■桜の減少 ■不法投棄

環境保全と観光の両立

■白浜のゴミ■雪

脱炭素の推進

■車社会
■脱炭素・プラ削減

■渋滞によるストレス

持続可能な観光地としての経済循環

■財政赤字■観光公害

■所得流出 ■観光客数と財政難
■雇用受け皿の減少

■観光客マナー

■受益者負担

■資源循環
■従業員の減少

人の暮らし・考え方の見直し

■人口減少
■ギャップが多い

■情報過多

■内／外部の軋轢 ■新規加入者との関係希薄

■少子高齢化
■教育の差 ■生活インフラがない
■住む場所がない ■開発プレッシャー

森林資源 芦ノ湖

白浜真田浜

畑引山

野生動物

エコ・チャージ料

EV車

情報発信
（災害・施策）

気候変動適応

ジビエ

信号変更 二次交通

パークアンドライド

食

災害

交通

観光

飲食

交通

入山料 高齢者デジタルフ
レンドリー

人

観光客と協
働取組

観光

住む町としての箱根

働く町としての箱根

観光地としての箱根

情報共有の場
（SDGs・脱炭素）

森林マネジメント

自然エネルギー

再エネ検討

温泉 水力？

歴史・文化 人的資源

箱根DMOBig 4

環境保全と観光の両立

脱炭素の推進

人の暮らし・考え方持続可能な観光地としての経済循環

JSTS-D

環境観光地先進地 観光地のTOP of TOP 保全と利用 環境と開発 行政と民間のパートナーシップ
5月26日 ワークショップ



住民
町民
観光客

誰にとっても持続可能な観光地

SDGsが自分に
どう関係するのか

地域経済循環のデータ：
域外流出が大きい・・・

7月2日 意見交換会（行政）

「環境観光先進地」として 必要な変化とは？

本社機能が域外

動向をキャッチアップする
勉強会良いかも

・廃熱利用のエネルギー
・観光客にも負担して

もらう方法…

箱根町で脱炭素社会を実現
するにはどうしたらいいのか

大手企業の取り組みって？
箱根町の論点を整理した会でした。

行政としての
取り組み？



環境保全と観光の両立

意識と行動の変容

持続可能な観光地としての経済循環

不法投棄事業系のごみが多い

森林マネジメント不足

地域課題

受益者負担の仕組みがない

従業員の減少

資源（ヒト・モノ・カネ）が循環していない 域外に所得流出

人口減少 少子高齢化

地理的・セクター間のギャップがある

観光客数に比例して財政負担が増える

内／外の軋轢新規加入者との関係希薄

地域資源 取組（既）

住民

町民

観光客

雇用受け皿の減少

箱根DMO

白浜 真田浜 芦ノ湖 温泉

森林資源畑引山野生動物

をまんだらの にプロット既にある取組 柱

開発プレッシャーが強い

観光客が「国立公園」として見ていない

Uターン者が少ない

箱根の子供たち 移住者

水力発電

観光事業者

観光客行動マネジメント不足観光公害 大量消費・廃棄 食品ロス

「国立公園」への理解のばらつき

罰金生ごみ処分の処理機補助

ゴミ箱を置かないことによって
見えやすいところには捨てられない

観光美化
パトロール隊
ゴミ拾い隊

間伐材利用

病虫害対策

ガードレールに木材利用

森林づくり事業

地下水保全計画

環境配慮型○○
（例：間伐材のお箸、
ガラスのストロー）

自然公園法、都市計画法、開発指導要
綱による土地利用制限 住居手当（役場職員）

移住促進・お試し移住

ツアーガイド育成

行政のサイトで事業の求人広告出した

新税の導入の検討

ツアー料金に＋α

ドネーション付き飲料

EVタウンプロジェクト
（EV車推進・充電器整備）

パーク＆サイクル
主体：湖尻観光協会

プリンス：廃熱利用

エネルギー支出
域外流出

教育の差 住民の暮らしの充実

渋滞発生
EV車活用されていない

私有率高い

10月18日 ワークショップ



環境保全と観光の両立

できそうなこと 既にやっていること

をまんだらの にプロット打ち手 柱

罰金

生ごみ処分の処理機補助

ゴミ箱を置かないことによって
見えやすいところには捨てられない

観光美化
パトロール隊
ゴミ拾い隊

間伐材利用 病虫害対策

ガードレールに木材利用

森林づくり事業

地下水保全計画

環境配慮型○○
（例：間伐材のお箸、
ガラスのストロー）

自然公園法、都市計画
法、開発指導要綱による

土地利用制限

EVタウンプロジェクト
（EV車推進・充電器整備）

パーク＆サイクル
主体：湖尻観光協会

プリンス：廃熱利用

難しいけど必要なこと

美化ツアーインセンティブ付き
清掃美化活動

ゴミ分別→資源化

既にやっていること 追加分

バスアメニティボトル
・詰め替えポンプボトル、

アメニティバッグ
・リサイクルポリエステル、
ストロー、紙おしぼり
・生分解性

ゴルフ場 ビニール廃止

ガラスストロー

ペットボトル回収率アップ（ボトルoボトル）
ストロー廃止

グリーン購入

プラスチックのレジ袋なくし、
箱根共通で紙袋を作ってみ

んなで使う
宿泊施設における
ストロー脱プラ化

オーガニックレストラン
箱根スタイルビュッフェ
→セットメニュー
フードロス

渋滞対策
回遊性向上

CO₂削減のための道路整備

バス・タクシーEV化

EV車入場優遇

大規模P&R ロードプライ
シング・関所
（環境保全
の観点か
ら）

EVモビリティゴミ（美化） ゴミ（分別）

食

再エネ促進

バイオマス発電
バイナリ―発電見学

再エネのフル活用（温泉蒸気、水力…）
家庭：再エネ導入の促進

間伐材利用（箸・家具）
箱根山100％間伐材橋の
生産＋地域内での利用

モニタリング

エコツアーガイドの育成
エコツアーのSDGs普

及・一般化

修景伐採 森林整備（大涌谷）

森林マネジメント

財源確保
税金以外で財源確保

予算

各取組の洗い出し
グループ化してアップ
みんなの意識改革
→さらなる啓蒙活動

取組整理、効果

個人業、中小企業での
取組（レベルは様々）

を周知する
SDGsとの関わり
DMOで周知する
・知っているか
・知らないか

・SDGsに関わってい
るか

・SDGsに関わってい
ない

→マトリックスで
SDGsマップ化

11月17日 ワークショップ



できそうなこと 既にやっていること

をまんだらの にプロット打ち手 柱
難しいけど必要なこと

教育ツアーの拡大

既にやっていること 追加分

ATガイドツアー拡充 ロードプライシ
ング
関所

エネルギーの地産地消

SDGs×観光

ヒト（ツアーガイド）

フードロス→堆肥／地元野菜

SDGsネタ

持続可能な観光地としての経済循環

住居手当（役場職員）
移住促進・お試し移住

ツアーガイド育成

行政のサイトで事業の求人
広告出した

新税の導入の検討
ツアー料金に＋α

ドネーション付き飲料

利用者負担
↓

まちづくり
↓

満足度アップ
↓

リピート
ゴミ持ち帰り
インセンティブ

渋滞解消
したい

全水力発電の箱根
域内消費

自然・歴史・文化の
保全と有効活用

SDGsの観光モデルとして学
べるツアー

箱根SDGs子供体験

ヒト（子ども）

オールインワン！
箱根ツアーデスクポータル
渋滞状況、宿ツアー、交通

情報など一元化

ESGスコアによる固定資産税優遇

事業者のESGスコア公表

新規施設のESGスコア規制

生ごみ処理機で肥料にして農家に
提供

ワインコルクを収集して社会福祉法
人にてコースター販売

ESG投資

DXヒト（働き手）

繁閑差のある観光地
との人のやりくり

地域コイン
観光客→住民へ分配

人口の流出の抑制

受益者負担

11月17日 ワークショップ



買い物

交通
教育の差 地理的・セクター

間の溝

意識と行動の変容 ヒトモノカネの動き
住民 町民 観光客

新参者との
関係希薄

Uターン者少ない

利害関係者多い

所得流出

受益者負担が
とれていない

人材不足

人口減少 少子高齢化
従業員の減少

資源循環
していない

雇用受け皿
の減少

環境とビジネスの両立

食品ロス

ゴミ問題

大量消費

ドネーション付き
飲料の販売

取組の整理が
できていない

ポイ捨て

周知不足

ゴミ箱がない

観光公害

ゴミの削減

ゴミ箱
置かない

生分解性
アメニティグッズ

脱プラ
宿泊プラン

再エネ促進食品ロス
をなくす

箱根スタイル
ビュッフェ

オーガニック
レストラン

大量廃棄

生ごみ処分の
処理機補助金

脱炭素社会

観光客の
行動マネジメント

が不十分

エネルギー支出
が域外流出

EV車
活用されていない

パーク＆ライド

廃熱発電

CO₂削減のため
道路整備

車社会

山岳地帯

渋滞が多い

パーク＆ロープ

EVタウンPJT

モビリティの
EV化

対処療法
になっている

ナラ枯れ

労働力不足

私有率高い

資金不足

開発プレッシャー

不法投棄

鳥獣増加

ゴミ拾い隊

働き手確保
持続可能な
自然資源の
マネジメント

森林マネジメント
が不十分

ソーラーパネルを
置けない

観光美化
パトロール隊化

住居手当

ツアーガイド
育成

移住促進

お試し移住

ガードレールに箱根の
木材利用

地下水
保全計画

法律による
土地利用制限

森林づくり
事業

罰金
害虫対策

間伐材のお箸
（持ち帰り可能）

持続可能な箱根町の曼荼羅図 ver.0

課題

取組

域内／外の軋轢

ごみを
出さない工夫

住民の暮らし
の充実

「温泉」＞「国立公園」
のイメージ

観光客数に比例して
財政負担増加



買い物

交通
教育の差 地理的・セクター

間の溝

意識と行動の変容 ヒトモノカネの動き
住民 町民 観光客

新参者との
関係希薄

Uターン者少ない

利害関係者多い

所得流出

受益者負担が
とれていない

人材不足

人口減少 少子高齢化
従業員の減少

資源循環
していない

雇用受け皿
の減少

ALL箱根のビジョン
訪れる人に気づきを与える場所

SDGs Show Room

食品ロス
が多い

ごみの排出
16000t/年

大量消費

取組の整理が
できていない

ポイ捨て

周知不足

ごみ箱がない

観光公害

ごみの削減

ごみ箱
置かない

生分解性
アメニティグッズ

脱プラ
宿泊プラン

再エネ促進

環境観光先進地
として

「ちょうどいい」
サービス

箱根スタイル
ビュッフェ

オーガニック
レストラン

大量廃棄

生ごみ処分の
処理機補助金

脱炭素社会

観光×SDGs
が定着していない

エネルギー支出
が域外流出

EV車
活用されていない

パーク＆ライド 廃熱発電
CO₂削減のため

道路整備

車社会
山岳地帯

EVタウンPJT

モビリティの
EV化

対処療法
になっている

労働力不足

開発プレッシャー

地産地消が
難しい

鳥獣増加

ごみ拾い隊

働き手確保

持続可能な
自然資源の
マネジメント

森林マネジメント
が不十分

ソーラー
パネルを
置けない

観光美化
パトロール隊化

住居手当

ツアーガイド
育成

移住促進

お試し移住

地下水
保全計画

法律による
土地利用制限

森林づくり
事業

罰金

害虫対策

間伐材のお箸
（持ち帰り可能）

箱根町の曼荼羅図 ver. 1.0

課題

既存の
取組

域内／外の軋轢

ごみを
出さない工夫

住民の暮らし
の充実

「温泉」＞「国立公園」
のイメージ

観光客数に比例して
財政負担増加

電気バス

箱根らしい
歴史・文化・自然

の活用
不法投棄

水素バス

渋滞が多い

ドネーション付き
飲料の販売

事業ごみ：家庭ごみ
8:2

食べ残しゼロ
プラン

テイクアウト

少なめに提供

ごみ持ち帰り
推進

観光業由来の
ごみが多すぎる

トレードオフ
セット利用

これから
の取組

箱根のこども
職場体験

資金調達：
クラファン

ジビエ

資金調達：
ふるさと
納税

資金調達：
助成金

JSTS-D

グリーン
デスティネーション

樹齢が高い
木が多い

自然資源
の把握

森林のCO²吸収量：
１％未満

国立公の
利活用

ガードレールに箱根
木材利用

資金不足

ナラ枯れ

私有率高い

林業
元気がない

ごみ税

観光者の行動マネ
ジメントが不十分

観光客優位な
交通システム

救急車が
来ない

CO²排出

排出ガスによる
環境汚染
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